
○　本校の概要 令和7年2月1日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

4

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

3

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

目標に対する成果指標
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これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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成果
評価

令和６年度　大田区立蒲田中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・学校規模　　生徒数２２０名（全７学級、１学年８５名、２学年７２名、３学年６３名）、日本語学級併設
＜目指す学校像＞　・これからの社会を担う生徒に、やり抜く力を育み、生徒・保護者・地域から信頼される学校
＜目指す生徒像＞　・目標に向かって努力を続け、失敗を恐れず前向きに取り組み、成し遂げる力をもった生徒　・よりよい社会人になるために社会に貢献できる生徒の育成
◇令和６年度重点課題　【主体的に考え活動する生徒の育成】　〇主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善　　〇 ＩＣＴ機器を活用した授業実践　　〇 生徒会と共に学校ルールの見直しやボランティア活動の活性化
・特色ある教育活動
　◇地域と連携したボランティア活動の推進◇学校ホームページ内の動画配信等による充実したオンライン学習教材　　◇放課後、土曜、試験前の補習教室（数学・英語）

3

学校関係者記入欄

3

　ＳＴＥＡＭ教育を意識した研
究授業（数学）を実施した。ま
た、外部講師を招聘しての校
内研修会を行い、教員自らが
ＳＴＥＡＭ教育を学ぶ機会を設
けた。
　学校評価アンケート「各教科
で学んだことを総合的にとら
え、課題を解決しようとしてい
るか」に対して、８４％の生徒
が肯定的な回答をした。
　学校内では防災活動、ボッ
チャ体験、救命講習など、学校
外ではボランティア活動に取り
組み、地域と積極的に関わる
など、体験活動を重視してき
た。
　また自己評価アンケートをを
実施して、自己を振り返るとと
もに、より良い学校づくりの参
考とした。
　学校評価アンケート「授業の
中で自分の考えを発表したり、
友達との間で話し合ったりする
活動をしたか」に対して、７２％
の生徒が肯定的な回答をし
た。
　学校生活向上委員会を組織
し、生徒・保護者・地域・弁護
士とともに校則の見直しを実
施している。学校評価アンケー
ト「学校生活のきまりに満足し
ているか」に対して、７７％の生
徒が肯定的な回答をした。

　外国の方々とのコミュニ
ケーションについて、英語科
の教員が少人数授業を実施
する上で、毎時間綿密な打
合せを行っている。また、ＡＬ
Ｔを積極的に活用し、リスニ
ングやスピーキングなどのコ
ミュニケーションをしっかりと
図り、その能力の育成に努
めている。これらの努力によ
り、学校評価アンケート「英
語の授業でＡＬＴの先生との
授業でコミュニケーションを
図ることができたか」に対し
て、９０％の生徒が肯定的な
回答を示した。（昨年度８
５％）
　人権教育について、学校
全体でいじめの撲滅に全力
で取り組んでいる。いじめを
速やかに認知するため、休
み時間等の校内巡視や生
徒との触れあいを学校全体
で取り組んでいる。学校評
価アンケート「本校はいじめ
や暴力のない学校づくりに
取り組んでいると思うか」に
ついて、８６％の生徒が肯定
的な回答を示した。
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　特別の教科道徳の授業で
は、議論を活発に行い、ＩＣＴ
機器も活用しながら生徒に
深く考えさせ、意見を全体で
共有することに積極的に取
り組んでいる。学校評価アン
ケート「道徳の授業は充実し
ていて楽しいと思えるか」に
対して８８％の生徒が肯定
的な回答をした。
　また、道徳授業地区公開
講座や、講師を招聘しての
校内研修会を行い、授業改
善にも取り組んでいる。
　生徒の確かな学力の定着
を図るため、教材研究や授
業改善は常に必要である。
学校評価アンケート「先生は
勉強についての質問や疑問
について丁寧に対応してく
れるか」に対して９７％の生
徒が肯定的な回答をした。
　食育については、早寝早
起き朝ごはんの啓発、給食
委員会（生徒）による働きか
け、栄養士の指導等幅広く
実践している。学校評価アン
ケート「本校の給食は工夫さ
れていておいしいか」に対し
て、９３％の生徒が肯定的な
回答をした。
　小中一貫の日だけでなく、
生徒の情報を共有しながら
指導に当たっている。
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○何のための校則か、生徒の皆さんの自主性
を取り入れながら、社会や大人の意見も聞きな
がらの校則見直しは素晴らしいと思います。

○この数年社会に上がってくるのは、素直で良
い子が多いですが、自発的に創造性をもって問
題を解決する能力が低いように思います。

○ＳＴＥＡＭ教育を積極的に進めていくというこ
と、先生方も大変だと思いますが、よろしくお願
いいたします。

○国際化社会の中で外国の方とコミュニケー
ションがとれるのはとても良い機会です。有意
義に取り組んでほしいと思います。

○あらゆる場面で相手のことを考えての言動や
行動を望んでいるが、自分優先や押さえられな
い感情はまわりのサポートがありがたく支えに
なってほしいと思います。

○体験格差が指摘される中、インバウンドで旅
行客がたくさん来日しています。通訳を兼ねて
浅草に遊びに来る若者がたくさんいます。聞く、
話せる英語は本当に大切だと感じます。よろし
くお願いいたします。

○一人一人が個性と能力を発揮できることも必
要だが、その陰にはさまざまなサポートがある
ことを忘れないでほしいと思います。

○謙虚で感謝を忘れない気持ちは、人としてい
つでも大切にしていきたいものです。

○時代に合わせた問題に対応していくのが、大
人でもしんどいです。ただ
・命を大切にすること
・他人を思いやること
・基本的な規範意識等の道徳性を身に付ける
こと
を、家庭や地域と連携して教えていきたいで
す。

○全体的に教職員の方々は校長を中心に熱心
に取り組んでいる。
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る
力
を
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し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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２
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が
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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　学校支援地域本部（蒲中
応援団）と連携し、防災訓練
や救命講習を実施すること
ができた。
　運動会や学習発表会で
は、ＰＴＡや蒲中応援団、地
域の方々にも受付、見回り、
協議への参加、熱中症対策
等、様々な場面で支えてい
ただいた。
　生徒の健全育成や見守り
（安全指導）を目的に、毎週
木曜日に「あいさつ運動」を
実施している。今年度は、蒲
愛会の方々も一緒に「あいさ
つ運動」を実施できたのは
ありがたいことで、大きな成
果である。また、祭礼パト
ロールを教員、ＰＴＡとともに
実施することができた。
　情報の発信については、
毎月の学校だよりの配布、
学校ホームページなどを活
用しているが、その中身や
更新頻度について課題が
残った。

Ｄ 0

Ｃ 0

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内に
おける支援体制の充実、特別支援教室巡
回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

3

4

3

3

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。
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Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

Ａ 4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

2

２：

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。
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個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

４：

２：

３：

３：校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

２：

１：

４：

１：

１：

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す
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Ｂ
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Ｂ 3

　「地域とともにある学校」と
いう視点で、つながりを大切
にしている。地域行事への
生徒や教員の参加やボラン
ティア活動等、コロナが一段
落して以降、戻ってきてい
る。
　学校評価アンケート「地域
行事やボランティア活動に
積極的に参加していると思う
か」に対して、４８％の生徒
が肯定的な回答をした。（昨
年度より増加）
　毎月の避難訓練や安全指
導を計画的に実施してい
る。地震、火災、津波、不審
者対応、Ｊアラート、防災訓
練など、様々な想定で、様々
な時間帯で実施をしている。
　また、スクールサポー
ター、消防署、消防団員、税
関職員等の講話により生徒
の意識を高めている。
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○自助、共助、公助が災害時には必要です。
中学生は自分だけでなく、回りの安全を見極め
て行動できるよう、真剣に訓練に取り組めるよ
うに協力したいです。

○消火器があっても使い方が分からない子が
たくさんいます。消防訓練での体験はありがた
いです。

○あいさつ運動は何のために取り組んでいる
のかを考えて実施したらどうでしょうか。

○生徒の間だけでのあいさつだけではなく、清
掃等で学校を守ってくださる方への感謝のあい
さつも忘れないでほしいです。

○生徒だけでなく、先生方からあいさつの場面
を見せてほしいです。どんな時でもあいさつが
できる人は、回りからも見る目は違います。

○あいさつ運動の成果は分かりませんが、習
慣化されることで防犯や子どもの安全を守れれ
ばと思っています。

○あいさつは対人関係を円滑にする生活習慣
です。苦手な子にとって練習する場になれば良
いです。

○先生方の授業力向上には時間の限界もあ
り、生徒や保護者の対応、たくさん取り入れな
ければならないことが多く、ご自身の身体や心
のメンテナンスにも影響があるはずです。

○生徒もそうですが、先生方も取り残さない健
全な体制で努めていきたいです。

○学校周辺ですれ違うと笑顔であいさつしてく
ださいます。ささいなことですがとても元気にな
ります。

　外部講師を招聘して、年に
３回校内研修を行い、教員
の授業力の向上に努めてい
る。「誰一人取り残さない」こ
とを目標に、個別最適な学
びと協働的な学びを意識し
た授業改善に向けて指導・
助言を行った。
　学校評価アンケート「授業
は分かりやすく丁寧だと思う
か」に対して９２％、「授業は
教え方や教材の工夫がされ
ていると思うか」に対して９
３％の生徒が肯定的な回答
をした。
　本校は若手の教員が多い
が、授業力の向上に向けて
日々努力をしている。学校
公開の保護者アンケートで
は、分かりやすい」、「熱
心」、「面白い」、「やさしく親
しみやすい」などの評価を頂
いた。しかし課題もあるの
で、今後も意図的・計画的に
ＯＪＴを進めていく必要があ
る。
　働き方改革を意識して勤
務している教員は約半数で
あったため、今後の重要課
題と言える。
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○不登校の生徒さんに学校は丁寧に対応して
いることに頭が下がります。親御さんも心を痛
めていると思います。大人になって、不登校の
期間が心の支えになっていたことをご本人が感
じてくれることを望みます。

○生徒向けの対応などは本当に良くしてくだ
さっていると聞いています。

　本校では不登校対策委員会
や校内委員会を積極的に開催
している。不登校委員会では、
１人でも多くの生徒が学校に
登校できるよう、別室登校を昨
年度より始めた。また、校内委
員会では、特別な支援を要す
る生徒についての情報を共有
し、全ての生徒が円滑に学校
生活を送れる方法を共有して
いる。
　また不登校対応巡回教員に
よる家庭訪問を実施やサポー
トルーム、スクールカウンセ
ラーとの連携など、学校全体
で支援を充実させている。
　休み時間はすべての教員が
校内を見守り、生徒が安心し
て学校生活を送ることができる
ように取り組んでいる。いじめ
の早期発見・未然防止に努め
るとともに、学級集団調査（Ｗｅ
ｂＱＵ）を活用し、面談を実施す
るなど、生徒の不安を解消す
る取組をしている。
　学校評価アンケート「学校生
活は楽しいか」に対して、９５％
の生徒が肯定的な回答をし
た。
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